「志のバトン」
　　　　　　長泉町立長泉中学校二年　　吉羽　咲代子太

　ガンバレは、「自分を叱咤するときの言葉」
　この言葉は私が「風に立つライオン」を読み、大事にしていきたいと思った言葉だ。
　この本は、ケニアで働く医師、航一郎からケニアの少年ンドゥングにつながっていく「医師として人々を助けたい」という志のリレーの物語だ。南スーダンの内線から東日本大震災へ、国境、時を超えてつながる志は、渡しに強く生きる大切さを教えてくれた。
　私は祖父に勧められ、この本を読んでみることにした。自分とは違う境遇の人々や、登場人物たちの生き方など、新たな世界に一歩踏み出したかのようで一心不乱に読み続けた。
　航一郎は、スーダンとの国境塚国あるケニアの戦災外科病院で働いている医師だ。彼は、シュヴァイツァーに憧れ、「医療が発達していないアフリカで人々を助けたい」という志を結実させて医師になった。当時、南スーダンでは内戦が起きており、病院に運ばれてきた大勢の負傷者を治療していた。そんな中、航一郎の陣税を大きく変える出会いがあった。それは「少年兵」であるンドゥングとの出会いだ。彼は十二歳になったばかりの少年だが、ゲリラに家族で襲われ、狙撃兵として戦いに動員されていたそうだ。
　私は、自分より年下の子どもが銃を持ち戦いに出ていくということが信じられなかった。しかし、調べてみると、アフリカやアジア、南米などの地域にも少年兵がいることが分かった。そして、その数は二十五万人以上いるといわれている。実際にアフリカのシエラレオネでの戦闘では八割近くを少年兵が占めていたそうだ。子どもたちは、狙撃兵や地雷のスウィーパーとして線上に動員されている。彼らは戦う事でしか生きる道がないほどに追い詰められているようだ。
　私は、普段、銃におびえたり、生活に困っていることはなく、毎日学校に行き、ご飯を食べて、ぐっすり寝ている。それが当たり前だと思っていた。しかし、彼らにとってそれは当たり前のことではない。日々の生活は当たり前ではなく、感謝しなければいけないことだと改めて思った。
　このンドゥングとの出会いが未来へと続く志のバトンのリレーの始まりだった。はじめは心をとざしていたンドゥングだったが、航一郎の優しさと明るさが彼の心の傷をいやしていった。そんなある日、ンドゥングが航一郎に言った。
「僕はお医者になれますか？　語句は九人の命を奪った！　こんな人間でも･･････僕は･･････本当に医者になれますか？」
と。そんな彼に航一郎は
「･･････それなら、これからお前の一生を懸けて十人の命を救わなくてはならない。」
と言った。こうして志のバトンがつながった。
　私はこの言葉がこの本の中で特に印象に残った。私とンドゥングとではこの言葉の意味の大きさは大きく違うだろう。それでも、この言葉は失敗や過ちを犯しても取り返せる。何事もあきらめてはいけない。そんなことを教えてくれるような気がした。私は、できないことや失敗があると、すぐに投げやりになってしまうところがある。だからこそ、この言葉を忘れず、挫けない強さを身に着けたい。
　その後、ンドゥングは見事に医者になり、アフリカの診療所で働いていた。そんな中、二〇一一年三月十一日、日本で東日本大震災が起きた。それを聞いたンドゥングは日本に旅立つことを決意した。ンドゥングは自身や津波による被害を目の当たりにし、かつて航一郎が自分にそうしてくれたように被災者に対して命を懸けて接した。
　東日本大震災は私がまだ一歳になる前に起きたので全く記憶がない。しかし、大津波が町を襲うテレビの映像を見ると当事者ではない私でもその恐ろしさを感じた。いつ起こるか分からない余震の恐怖などもある中、東北に行き、命を懸けたンドゥングの人々を助けたいという思い、志は並大抵のものではなかっただろう。航一郎の志が彼の原動力となったに違いない。
　こうしてつながった志のバトンは東日本大震災の地でまた別の人につながった。航一郎の優しさと明るさがほんの少しかもしれないが世界を温かくした。私にはこんなことはできないかもしれない。それでも、優しさと明るさを忘れずに誰かの心尾w少しでも温かくできるような人でありたい。
　航一郎は悲しいとき、悔しいとき、悩んだときは、夜の闇に向けて「ガンバレ」と叫んでいた。この「ガンバレ」は航一郎にとって「自分を叱咤するときの言葉」だ。人は誰でも頑張ってい生きているのだから、その人に「ガンバレ」などと他人が言うべきでない。「ガンバレ」は自分自身に言う言葉であると航一郎は言っていた。私もこの本を読んでから挫けそうなときは自分自身に「ガンバレ」と言い聞かせている。私も彼らのように、強い志を持ち続け、強く生きられr人でありたい。

